
主催：鳥取大学地域学部 美術教育研究室 後援：鳥取県
（本事業は，平成29年 鳥取大学 大学開放推進事業の助成金を受けています）

鳥取発アートゲーム
による美術鑑賞ワークショップ

■ 中部地区
日時：８月５日（土） 13：00～15：00

会場：倉吉未来中心 ２Fセミナールーム６

■ 東部地区
日時：８月６日（日） 13：00～15：00

会場：鳥取県立博物館 ２F会議室

■ 西部地区

日時：８月１２日（土） 13：00～15：00

会場：米子コンベンションセンター ３F第１会議室

対象：小学校中学年頃の子ども～大人
所用時間：約４５分

①ゲーム紹介，ルールの説明 （約１０分）

②３～４人でゲームをプレイ （約２５分）

③プレイのふり返り，美術作品の紹介 （約１０分）

ゲームは美術教育教材として開発しています

学校現場の先生方もぜひお越しください！

参加無料
事前の申し込みは必要ありません

【問い合わせ先】
TEL&FAX：0857－31－5447

E-Mail：takeda@rs.tottori-u.ac.jp
鳥取大学地域学部 美術教育研究室（武田）

里見勝蔵 前田寛治 佐伯祐三 藤田嗣治
鳥取の郷土作家の前田寛治ほか，４人の洋画家たちが，留学先のパリを舞台にして作品を生み出していく協力型ゲーム！

さとみ かつぞう まえだ かんじ さえき ゆうぞう ふじた つぐはる

【プレイしたみなさまの声】
「ゲームで楽しく絵や人物について知ることができ
てよかった」 （小学生）

「“協力しながら”とか，“次のことを考えながら”と
いった面は，今までになかったゲームでした」
（保護者）

「協力して，みんなで楽しくできるゲームだと思う。
こども達が作品に対する愛着も持てて良い」
（中学校教員）

「郷土の作家さんとか，前田寛治とか，紹介したり
教材で扱いたいのだけど，ちょっととっつきにくい面
があったり，どう扱かっていいのか分からないので，
とっかかりになって良いと思った」 （中学校教員）


